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252　　　99・町c－Tetrc、f、、smin（PPN）を用いた心筋虚血の

検討　一変化率を用いて一

阿部充伯、城忠文、風谷幸男、濱田範子、橋田啓、林豊

（愛媛県立中央病院内科）、松木弘量、高橋康幸（同放部）

　狭心症患者における心筋虚血およびviabiltyをPPNを用

いて評価する。対象は、狭心症患者38名（男性25名、女性1

3名、内11名はPTCA施行）における心筋梗塞歴の無い有意

冠動脈病変48枝。運動負荷PPN心筋SPECTで得た同心円

表示より全体変化率（GPR）および局所変化率（RPR）を算出し

比較検討した。FTC　A前の有意狭窄病変の感度、特異度、

正診率は89％、86％、88％と良好。GPRは冠動脈病変枝数

が増加するにつれ低下し、RPRは狭窄程度に比例し有意に

小となった。prCA後冠動脈病変の狭窄程度が改善すると、

RPRは局所壁運動の改善と共に有意に増加した。以上より、

PPN心筋シンチグラフィは心筋虚血およびviabiltyの評価

に有用であると考えられた。

253　　　急性心筋梗塞のTc－99m　Tetrofosmin（TF）

心筋シンチによる再潅流療法効果と心機能の変化

渡辺直彦・佐藤栄一・山ロ　望・木島幹博・池田精宏

（星総合病院循）・丸山幸夫（福島医大一内）

　急性心筋梗塞21例において再潅流療法前後の経時的Tc－

99mTF心筋シンチより定量的梗塞サイズ（％D）を求め、左

心室造影より算出した心機能変化を検討した。再潅流前の

゜／6E”ま41％で、亜急性期の％Dは30％、慢性期は25％とそれ

ぞれ有意に減少した。亜急性期、慢性期とも％［は梗塞部

位の壁運動やLVEFと負の相関がみられた。一方、急性期

から慢性期へのLVEFは52％から57％へ増加し（P＜0．01）、

LVEFの改善度は％Dの減少や壁運動の増加と相関した。

　TFで示される梗塞サイズは左心機能（LVEF）を決定する

局所壁運動に反映し、経時的TF心筋血流シンチは心機能を

含めた再潅流療法の効果判定と心機能改善の予測に有用で

あった。
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